
 

 

令和４年６月７日  駅前保育園 

「 どこからむけるかな 」

 

おやつで出てきたバナナの皮を、どうやってむこうか指先で

触りながら一生懸命考えている場面です。 

 保育園では、バナナの皮やお菓子の包装などをついたまま提供し、

子ども自身が剥いたり開けたりする機会をつくっています。大人には

簡単なことでも、子どもにとっては細かな指先の動きが求められる難

題！ですが、その分自分で剥いて食べるバナナは格別です。生活のち

ょっとした場面でも、考えたり試したりして「自分でできる」という

自信につなげています。 


